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平成19年度　再評価対象箇所一覧表　７月１９日審議箇所
［  林政部森林整備課　］

経過年数

（百万円） （百万円） （％） (H19.3現在)

用地補償費 用地補償費 用地補償費

(m) 工事費等 工事費等 工事費等

投資効果

2,132 1,177 55.2% (2.0)

5,497 4,313 78.5% 1.6

2,132 1,177 55.2%

番号 事業名 路線・河川名 市町村名
地元の意

向

関連事業
の進捗状

況

社会経済
情勢等の

変化

環境との調
和への配
慮事項

実施済み額 進捗率全体事業費

採択
年度

完了
予定
年度

事　業　概　要

全体事業量 実施済事業量 事業実
施率

事業費縮
減

費用対効
果分析

対応方針
（案）

特記事項

1
森林環境保全

整備事業
坂本～弓掛

下呂市
（旧金山町、
旧馬瀬村）

H9 H25 10

事業継
続・早期
完成を強
く希望

なし
特に変化

なし

間伐材、リ
サイクル製
品の活用

継続

掘削残土の
有効利用、
L型擁壁工の
採用など
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平成１９度再評価・事後評価の対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について
別紙１ 課・室名：森林整備課

○ 事 業 名 森林環境保全整備事業
事
業 森林の持つ機能に応じた森林整備を計画的に推進することにより、森林の有す
制 事 業 目 的 る多面的機能の維持・増進を図り、森林環境の保全に資することを目的とし、こ
度 のための森林整備に直結する林道を整備する。
に

0.9 50haつ 採 択 基 準 地域森林計画に記載された林道。開設効果指数が 以上。利用区域面積が
い 以上、かつ全体計画延長が 以上（過疎、特定・準特定市町村等は 以上1km 30ha
て かつ 以上）。着工後 年以内に利用区域面積の （延べ面積）以上の0.8km 10 10%

森林整備が見込まれること。

・森林管理道開設
・森林施業道開設

概 要
(メニュー)

○ ・水源かん養便益
費 効 う ・山地保全便益
用 果 ち ・環境保全便益
対 の 貨 ・木材生産等便益
効 項 幣 ・森林整備経費縮減等便益
果 目 換 ・一般交通便益
の 算 ・森林の総合利用便益
分 す ・災害等軽減便益
析 る ・維持管理費縮減便益
に 項 ・その他の便益
つ 目《

い
て Ｂ》

＊
費 そ
用 の
便 他
益 項

目B/C
＊

:

費 費用の積み上げ基準＝事業費（建設費）＋ 維持管理費
用

単価の基準（事業開始年度単価）

《

Ｃ （割引率４％）》

の 維持管理費の考え方（項目・・・林道維持管理費、機械借り上げ料等）
算 （積み上げ年数・・・事業実施時から事業完了後４０年間）
定

費 Ｂ／Ｃ＝１．０以上
用
便
益
比
の
基
準
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平成１９年度 再評価実施箇所（附図）
〔 〕担当課 森林整備課

番 号 １ 事 業 名 森林環境保全整備事業

( ･ ) （坂本～弓掛）路線 河川名等

事業実施 起点：下呂市馬瀬西村 事 業 主 体 岐阜県

箇 所 終点：下呂市金山町弓掛

採択年度 平成９年度 完了予定年度 平成２５年度

再評価の実施基準 事業採択後一定期間経過した時点で継続中の事業

事業目的

本林道の開設により木材の搬出はもとより、低コスト林業経営の展開、森林の適正な管理、林

業労働者の作業環境の改善等山村地域の振興に資する。

また、起点側に位置する南飛騨馬瀬川温泉「美輝の里」と、終点側に位置する生活環境保全林

「飛騨金山の森」を直接結ぶアクセス道として、地域の観光産業の発展に資する。

事業概要

幅 員：５．０ｍ

全体延長：５，４９７ｍ

概 要 図

舗装済

開設済

未開設

終点

下呂市金山町弓掛

2,225m 2,088m1,184m

起点

下呂市馬瀬西村

間伐実施林分生活環境保全林（金山の森）


